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既存建物（鉄筋コンクリート造・鉄骨鉄筋コンクリート造・鉄骨造）の耐震補強に関する鉄筋工事，

コンクリート工事及び鉄骨工事に適用する。

現況図面は参考図面とし，現地再調査のうえ現地寸法に合わせること。

本仕様書に示す単位は特記なき限りすべて とする。ｍｍ

使用材料は原則としてＪＩＳ規格品又は大臣認定品とする。

既存設備の配置等実測した後，工事計画書及び施工図を作成し，工事監理者の承諾を得ること。

鋼板補強，炭素繊維補強を行った部分は別途仕様書により耐火被覆を行う。

　り部の断面欠損，耐震壁増設部のすきま，鉄筋の露出，あと施工アンカー打設不良搾孔及びクラック等が石斤

あれば樹脂モルタル等にて補修する。

ｍｍ耐震壁を増設する部分等に接する既設部分は目荒らし（深さ 程度を目安とする）を行い，石斤り粕，粉塵５

などはワイヤブラシ又は水洗いにより完全に除去する。

既設部分と接する箇所はコンクリート打設前に充分な水湿を行う。

コンクリート打設にはバイブレーターの使用，又はタタキにより密実にコンクリートを締め固める。

梁下の耐震壁等は梁下 程度までコンクリートを打設し，壁頂部は無収縮モルタル圧入とする。２００～３００

以下の参考図書は現場に常備すると共に十分理解し適用すること。

（財）　日本建築防災協会

　改訂版　既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震改修設計指針同解説

　改訂版　既存鉄筋鉄骨コンクリート造建築物の耐震改修設計指針同解説

　改訂版　既存鉄骨造建築物の耐震改修設計施工マニュアル

（財）　建築保全センター

　建築改修工事標準仕様書

　建築改修工事監理指針

各種工程における検査等の費用は工事者の負担とする。

鉄骨ブレース接着工法の場合は、（財）日本建築防災協会技術評価書建防災発第１２７９号に基づく

『鉄骨ブレース接着工法設計施工指針』による。

（選択項目は 印による。）

２ ２設計基準強度 Ｆｃ Ｎ／ｍｍ Ｆｃ Ｎ／ｍｍ

セメント 普通ポルトラルドセメント

粗骨材 砂利 砕石 最大径（ｍｍ） 20 25

混和材 ＡＥ減水剤 高性能ＡＥ減水剤 膨張材

スランプ（ｃｍ）

水セメント比（％）

３単位水量（ｋｇ／ｍ　）

圧縮強度試験（各工程につき） JASS-5「品質管理・検査」に準じる。試験は公的機関によって行う。

無収縮モルタルは原則としてプレミックスタイプを使用する。
2設計基準強度 FC30N/mm(既存躯体同等程度)以上とする。

圧縮強度試験（各工程につき） JIS1108とし、公的機関によって行う。

以下Ｄ ＳＤ２９５Ａ

以上Ｄ ＳＤ３４５

ＳＤ２９５ＡＳＲ２３５ＳＳ４００

適用 壁厚 径 外径 ピッチ 備　　考

120～150 6φ  D6

180 6φ  D6 100

200 6φ  D6 120

6φ  D6  D10250 150

6φ  D6  D10300 200

あと施工アンカーの施工は工事内容に相応した施工管理技術者及び十分な経験と技能を有する技術者により実

施する。

アンカーの設置に先立って鉄筋探査を行い，既存鉄筋が干渉しない位置で穴明けを行う。また孔内のコンクリ

ート粕，粉塵を圧搾空気などにより，完全に除去した後に取り付ける。

接着系アンカー カプセル型の有機系又は無機系のものとしメーカーによりアンカー筋の母材強度が保証

されたもの。本体は としナット付きとする。ＳＤ２９５Ａ，ＳＤ３４５

金属系アンカー 拡張部打込み型のものとしメーカーによりアンカー筋の母材強度が保証されたもの。

本体は の規格品とする。ＪＩＳＧ３１０１，３１２３，３４４５，４８０５

接合筋は とする。ＳＤ２９５Ａ，ＳＤ３４５

定着作業の終了したアンカー筋は 時間以上衝撃等与えない様に養生する。２４

既存コンクリート面 既存コンクリート面

（目荒らし面） （目荒らし面）

規　格　名　称 鋼　　材　　名 柱 ダイア 大梁 ブレース 小梁 他

一般構造用圧延鋼材 SS400

溶接構造用圧延鋼材 SM400A

建築構造用圧延鋼材 SN400A

SN400B

SN400C

一般構造用角形鋼管 STKR400

BCR295
冷間成形角形鋼管

BCP235

SHC400B熱間成形角形鋼管

一般構造用炭素鋼管 STK400

一般構造用軽量形鋼 SSC400

炭素繊維補強の工法は国土交通省告示，又は日本建築センターの認定工法，日本建築防災協会の技術評価を

受けた工法とする。

高強度炭素繊維

２ ２引張強度 以上 以上３４００Ｎ／ｍｍ ２７００Ｎ／ｍｍ

２ ２繊維重量 ２００ｇ／ｍ ３００ｇ／ｍ

材料巾 ２５０

巻数 １層 　　層

　柱脚の改修３）

鋼板巻きによる補強３－１

隅角部柱脚の補強 中央部柱脚の補強

ＲＣ根巻による補強３－２

接着系アンカーによる補強 既存主筋と接合する補強

ＲＣ柱とＳ梁の接合部補強３－３

アンカーボルトの増設 貫通ボルトによる補強

アンカーボルトのはしあき補強

　柱頭の改修４）

４－１

ＲＣ柱頂部のＳ柱・梁接合部の補強 ＲＣ柱頂部とＳ梁の接合部の補強

　部材断面の改修２）

柱の耐力増大２－１

コンクリートによる補強 カバープレート，形鋼による補強

日の字形断面柱の補強

梁の耐力増大２－２

梁フランジ溶接部の補強 梁フランジの補強

梁ウェブの補強

トラス梁の耐力増大２－３

部材断面の増大 トラス構面の外座屈の補剛

トラス構面の内座屈の補剛 トラス端兼仕口補強

筋かいの耐力増大２－４

引張筋かいの部材交換 圧縮筋かいの部材交換

ボルト接合部の補強 ガセットプレートの補強

（社）　日本鋼構造協会・（財）　日本建築防災協会編による既存鉄骨造建築物の耐震改修施工マニュアル（改訂版）

及び（社）　日本建築学会ＪＡＳＳ６による。・

　架構全体の改修１）

軸組構面の改修１－１印で示す

筋かいの新設 耐震フレームの設置

耐震間柱の新設 柱・梁接合部の方杖補強

水平構面の改修１－２

水平筋かいの新設 火打ちの新設

　前処理１）

補強する部位は塗料，コンクリート，耐火被覆，その他の異物を除去する。

　高力ボルト接合２）

高力ボルトは高力六角ボルトまたはトルシア形高力ボルトとする。

孔明けは電気ドリルを原則とするが，やむをえずガス加工による場合はリーマ通しを行う。

摩擦面の処理は，グラインダー掛けを原則とし，さび発生状態を標準とする。

　溶接接合３）

溶接方法は被膜アーク溶接及びガスシールドアーク溶接とする。

完全溶込溶接の端部はエンドタブを使用し，すみ肉溶接の端部は回し溶接を行う。

溶接と高力ボルト接合が併用される場合は高力ボルト接合を先行する。

　接合部の調査４）

高力ボルトの検査はＪＡＳＳ６　６節による。

溶接部の検査は完全溶込溶接は全数を超音波探傷試験をする。
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16

19

SM490A

SN490B

SN490C

STKR490

BCP325

SHC400C

STK490

,TMCP325B

21

18㎝

する場合原則全数測定とする。減じる場合は特記する。

する しない

接着系アンカーの埋込み長さの測定(超音波パルス反射法による)

アンカー固着力試験

アンカーの固着力の検査は，全数を打音検査する。またあと施工アンカー協会（ＪＣＡＡ）の試験方法により

1 日に施工されたものの各径毎を1ロットとしこの中から3本以上引張試験を行う。引張試験は非破壊試験によ

設計引張強度の2/3程度以上り， の荷重に対してアンカーが抜け出す等の過大な変形が生じなければ合格とする。

検査のうち 本でも不合格のも１ 以上を再試験し，さらにその中に不合格のものがのがある場合は，全数の２０％

全数を試験する。不合格とあれば なったものは新たに施工し直すことを原則とする。打音検査は上記引張試験に

合格と 音及び感触をつかみこれと比較して検査する。なったアンカーを叩いて、

アンカー筋 アンカー筋

≧   5da

かつ柱，梁主筋の内側≧ 2.5da

≧   4da

≧ 5.5da

かつ 以下P ≧ 7.5da 300

はアンカー筋の径を示す。da 正 不可

※設計用引張強度（参考） 本ｋＮ／金　属　系 Ln L (5d)
接合筋径 ピッチ

アンカー径 （アンカー埋込み長さ）(30d) Fc=15 Fc=18 Fc=21

100  9 10 11
以上13φ D10 390  65

以上150 10 11 12

以上 以上16φ D10,D13 480  80 150 15 16 17

150 20 22 23
以上19φ D13 570  95

以上200 21 23 25

以上 以上22φ D16 660 110 200 28 31 33

※　コーン状破壊による引き抜き耐力とする。

※設計用引張強度（参考） 本ｋＮ／接　着　系 Ln L (8d)
ピッチ

アンカー筋径 （アンカー埋込み長さ）(20d) Fc=15 Fc=18 Fc=21

100 17 19 20
以上D13 260 110

150 24 26 28

150 31 34 36
以上D16 320 130

200 38 42 45

150 37 41 44
以上D19 380 160

200 47 52 56

200 56 62 67
以上D22 440 180

250 67 74 80

以上

以上

以上
250

D29

D32

D35

580

640

700

240

260

280

200

250

200

250

200

接着系アンカー 金属系アンカー

シングル配置 千鳥配置 ダブル配置

接着系アンカー 金属系アンカー

（首下）Ｌ Ｌｎ Ｌ Ｌｎ

以上 以上７．５ｄ ４．５ｄ

以上 以上７．５ｄ ４．５ｄ７．
５ｄ

４．
５ｄ

Ｐ Ｐ

1e
※2e

1g

2g
※

ｅ２ｅ
１ｇ ｇ
２ｅ ｅ

１ Ｐ Ｐ １ Ｐ １ Ｐ Ｐｅ ｅ ｅ

２

２

２

既存建物耐震改修工事仕様書（１） ２０２０年度版

すみ肉溶接および部分溶込溶接は全数目視検査とする。

http://fasa-net.jp(販売元 )一般社団法人日本建築構造設計事務所協会連合会 (発行元 )一般社団法人関西建築構造設計事務所協会 http：／／www．kseーweb．com／TEL(06)6763-8205 FAX(06)6763-8206 2020年2月1日作成 （ 不 許 複 製 ）
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株式会社堀口建築設計
縮 尺

工事名称

図面名称一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は、表記縮尺×71%の縮尺とする。

図面No．

種別

堀口達矢

一級建築士 第379482号

既存建物耐震改修工事仕様書（１） C－01

提出図2022.11.

NO SCALE

南中学校屋内運動場大規模改修工事　(建築)



あと施工アンカー

あと施工アンカー

壁配筋(設計図による)

開口補強筋はリストする

スパイラル筋

接着系アンカー

Lは450以上かつh0の30％以上が望ましい

無収縮モルタル圧入
既存梁

既存梁面
目荒らし

第1鉄筋位置
50以下

壁配筋

普通コンクリート

スパイラル筋

幅止め筋
D10-@800

壁厚

t

e2

h

L

h
0

1
3
d
4
0
d

§4 壁補強要領

4-1
増設壁

第1鉄筋位置50以下

スパイラル筋

アンカー筋
端部ナット付き先端45°

壁
厚

既存柱

Ln（首下）L

e
2

既存柱面目荒らし 壁配筋

普通コンクリート接着系アンカー

接着系アンカー

既存柱

第1鉄筋位置50以下

スパイラル筋

接合筋

壁配筋

普通コンクリート
金属系アンカー

L Ln

e
2

金属系アンカー

ｔ ｔ

壁
厚

既存柱面目荒らし

既設コンクリート壁を増打する。

スパイラル筋

あと施工アンカー

シャーコネクター

既設壁

4
0

既存壁目荒らし
(壁面の1/3程度)

シャーコネクター ()は既設壁120の場合

接着系アンカー

金属系アンカー

シャーコネクター

D13-@500クロス

13φ-@500クロス

定着長さし

110(80)

65

増打壁(頂部200は無収縮モルタル圧入とする)

4-2
増打壁

コンクリート打設及び無収縮モルタル圧入

既存梁
コンクリート投入口

型枠
普通コンクリート

壁厚

t

コンクリート打設要領

h

空気抜
既存梁

無収縮モルタル圧入

圧入口

h

型枠

レイタンス等除去し

壁厚

t

無収縮モルタル圧入要領

壁厚

t＞300

t≦300

h

200

300

水湿する

無収縮モルタル圧入

既存梁

あばら筋

A,B

そで壁横筋

端部補強筋

既存梁

A,B増設そで壁増設そで壁 既存柱

C

D

2
0
0

斫り部分

C
増打コンクリート(50以上)

補強筋B

補強筋A

あと施工アンカーD

既存柱

既存柱

目荒らし

既存梁

増設そで壁(現場打ち

補強筋A

あと施工アンカー

そで壁の端部補強筋Aはあと施工アンカーで定着し、B

そで壁の横筋Cはピッチ500以下ごとに既存柱の帯筋に
溶接する。

は既存梁のあばら筋に溶接する。

200 既設開口部 200

既存鉄筋

既存開口補強筋

既存コンクリート
を除去

カッターで目地切を
行った後、手斫りと
する。

2
0
0

2
0
0

既
設
開

口
部

閉塞補強筋

既存鉄筋に同径以上の異形鉄筋をフレアー溶接する。
(片面10d又は両面5d)

既存鉄筋と同径・同間隔の
異形鉄筋にする。

無収縮モルタル圧入

コンクリート打設

既存鉄筋に同径以上の
異形鉄筋をフレアー溶接する。
(片面10d又は両面5d)

2
0
0

4-3
そで壁増壁

4-4
開口部の閉塞

そで壁縦筋

(既存鉄筋は残す)

U-D10
ピッチは既存鉄筋
に合わす

開口補強筋

≒
2
0
0

接着系アンカー

リストによる補強筋

既存鉄筋

≒
2
0
0

≒200

1
3
d

4
0
d

4-6
既存壁
開口新設
(耐震壁を除く)

無収縮モルタル圧入
既存壁を斫り

4-5
地中梁上に
新設壁を設ける

土間コンクリートを斫り下部梁型完了後復旧する

既存土間筋は残す

スパイラル筋 壁配筋

あと施工アンカー
シングル

既存地中梁

1,既設仕上材を撤去する

3,補強材取り付け用の支持金物を設ける
4,柱の躯体寸法を測定し加工寸法を決める スリット

1
0
～
3
0

1
0
～
3
0

§5　柱補強工事要領

5-1
共通事項

炭素繊維補強

は除く

2,既設柱のコンクリート面の1/3程度を目荒しする。

5,補強部分は床上面及び梁下面に30程度のスリットを設ける。

内部

不燃材充填

シーリング

仕上

≒100 ≒30

外部

腰壁・たれ壁

≒
1
0
0既存柱

梁(スラブ天端)

スリットは原則としてカッター切りとし、コア抜き併用も可能とする。

建具のある場合のカッター切りは、原則として建具の外部水切
及び面台下端までとし、建具を破損しないよう留意し施工すること。

4-7
スリット増設 既設横筋

コンクリート打設又は無収縮モルタル圧入

コーナー筋

帯筋

既存柱

スリット

スリット

既存柱 既存柱

t

t

L
L

L

コンクリート打設又は無収縮モルタル圧入

溶接金網

補強筋、溶接金網等は設計図による。

帯筋の溶接長さLは片面10d以上とする。

溶接金網の継手長さLは200以上とする。

被覆は30以上とする。

帯筋はドリルにてφ20の穴を明
け配筋した後、無収縮モルタル
を圧入する。

帯筋

L

増打コンクリート又はモルタル厚さtは設計図によるが、

(末端部溶接)

壁付き柱の場合

5-2
帯筋補強
溶接金網補強

スリット

スリット

既存柱

既存柱

既存柱

無収縮モルタル
圧入

無収縮モルタル
圧入

銅板(t)

銅板(t)

Rは　5t　程度とする

コーナーアングル

帯鋼板(t)

無収縮モルタルを
充填する

鋼板厚さtは図示による。(t≧4.5)

無収縮モルタル充填作業及び充填の確認が行えるように適

当な箇所に圧入孔、エアー抜き孔を設ける。

裏当て金が既存躯体に当たる部分は既存躯体を少し斫り

既存躯体と裏当て金とのクリアランスを5以上確保する。

補強鋼板を高さ方向に分割する場合には、鉛直方向を優

鋼板と躯体面との間には30以上のクリアランスを設ける。

5-3
鋼板補強

ただし、補強鋼板の厚さが9mm以上の場合には、既存躯

体の4隅角部を10程度面取りする。

先する。

P
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打継面は、硅砂を塗布し

コーナーは 10～30
の円弧に仕上げる

粗面に仕上げる

150～200

既存柱

200

炭素繊維補強材

既存耐震壁

既存鉄筋は残す

炭素繊維補強材の幅は 250 を標準とする。ただし、耐震

壁が取付いている場合は壁筋をさけて補強材を巻き付け

る必要があるため、壁筋のピッチを考慮して決める。

繊維補強材の巻数は図示による。

施工手順

①耐震壁が取付いている場合は、既存壁を柱面から 200

　の範囲でカッター目地切りの上、斫りとる。

②既存柱の仕上げはすべて撤去する

③コーナー部を半径10～30の円弧に仕上げ、全面プライ

　マー塗布の上、樹脂モルタルにて下地調整を行う。

④各工法の技術資料に基づき、シート含浸接着剤を塗布

　し炭素繊維補強材を巻き付け、さらにシート含浸接着

　剤を上塗りする。必要に応じてこれを繰り返す。

　塗布し粗面に仕上げ、打継面の付着性能の向上をはか

　った上、無収縮モルタルを充填する。

クリアランス

上下重ね代0～10

既存耐震壁

既存壁を撤去し、柱補強
完了後無収縮モルタル充填

補
強
材
幅

クリアランス

ラップ150～200(各段交互とする)

5-4
炭素繊維補強

⑤壁撤去部分に型枠を設置し、補強材の打継面に硅砂を

200

5-6

無収縮モルタ
ル注入法

流し込み型枠

30 材木

コンクリート打設

頂部吹出し口

モルタル注入口

無収縮モルタル注入

5-5
腰壁・たれ壁
補強範囲

3
0

3
0

補強範囲

コンクリート打設

3,補強材取り付け用の支持金物を設ける

1,既設仕上材を撤去する

スリット

10～30 10～30

アンカープレート

既存梁 既存梁

溶接金網

無収縮モルタル圧入

あと施工アンカー

あばら筋

コーナー筋

t t

tt

補強筋、溶接金網等は設計図による。

モルタル厚さtは設計図によるが、被覆は30以上とする。

§6　梁補強工事要領

6-1
共通事項

炭素繊維補強

は除く

6-2
あばら筋補強
溶接金網補強

2,既設梁のコンクリート面の1/3程度を目荒しする。

4,梁の躯体寸法を測定し加工寸法を決める
5,補強部分は梁の両端部に30程度のスリットを設ける。

アンカープレート

既存梁
既存梁

無収縮モルタル圧入

貫通ボルト

鋼板(t)

あと施工アンカー

鋼板と躯体面との間には30以上のクリアランスを設ける。

ただし、補強鋼板の厚さが9mm以上の場合には、依存躯

体の隅各部を10程度面取りする。

無収縮モルタル充填作業及び充填の確認が行えるよう適

当な箇所に圧入孔、エアー抜き孔を設ける。

無収縮モルタル注入

6-3
鋼板補強

鋼板厚さtは図示による。(t≧4.5)

§7　鉄骨ブレース補強要領

使用材料・形状等は設計図による

首
下

長

1
4
0

80 8090

250

60 6080

200

87.5 87.5

175

75 75

150

四周枠 H-250x250 H-200x200 H-175x175 H-150x150

7-1
使用材料
形　状
7-2
頭付スタッド

既存梁

既存梁

モルタル注入口

空気抜き孔

アングル

FRP

R= 10～30

FB

あと施工アンカー
施工手順

②コーナー部を半径10～30の円弧に仕上げ、全面プライ

　マー塗布の上、樹脂モルタルにて下地調整を行う。

③各工法の技術資料に基づき、シート含浸接着剤を塗布

　し炭素繊維補強材を巻き付けさらにシート含浸接着剤

　を上塗りする。必要に応じてこれを繰り返す。

6-4
炭素繊維補強

6-5
無収縮モルタ
ル注入

①既存梁の仕上げは全て撤去する

あと施工アンカー

頭付スタッド四周枠

(SD295A)

P

P
P

P

P
P

P
e
2

e
3 h

h

e2

e3

L

150～250

30～60

150～200

8da以上

アンカー筋

頭付スタッド

H-250x250 H-200x200 H-175x175 H-150x150

7-3
アンカー筋
頭付スタッド
ピッチ

SD345

空気抜きビニルホース

20φ 型枠

無収縮モルタル注入口
45φ

1
0
0
以

上

空気抜きビニルホース

20φ

PL-2.3型枠
(上部片面は木製型枠等としモ
 ルタルが十分充填されている
 事を確認できる様にする)

無収縮モルタル注入口45φ

ウレタン系
コーキング
(速乾性)

PL-2.3型枠

水抜き孔

7-4
無収縮モルタ
ル注入

無収縮モルタル充填

スパイラル筋

7-5
割裂補強

h

梁の増大

基礎筋溶接

§8　基礎の補強

基礎の増設
8-2

基礎底版の拡幅
8-1

1
0
d
2
d

2
d

コンクリート斫り

鉄筋の溶接ができる寸法

増打ちコンクリート

目荒らし

10d 2d2d

コンクリート斫り

増設壁

増設壁

あばら筋溶接
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20(25)d,15(20)d

30d(35d),20(25)d

フック付き Ｌ2ｈ,Laフック付き Ｌ1ｈ

○補助筋はＤ10をピッチ

　600以内に割り付ける。

50(40) 50(40)

40(30) 50(40)

40(30)40(30)

30(20) 40(30)

30(20)30(20)

上段 直線 Ｌ2

下段下段

上段 直線 Ｌ1

は適用外

(-)は適用外

※

※Ｄは最外径を示す

50 (40)

70 (60)
※2 ※2

※2 ※2

※1 ※1 ※1 ※1

ａ≧400

500以上※

※

2

※ねじれ応力を受ける腹筋
○溶接継手は帯筋の項を参照のこと。

○135°フックは180°フックでも可とする。

　以下に割り付ける。

　合に限る。
② ③ ⑤ ⑥ ⑨ は同時打込みのスラブ付の場

○⑨ ⑩ は梁成の大きい場合。

○① はピッチ2ｐで交互配置とする。

　　は定着長さＬ とする。

ｅ／Ｄ≦1／6 ｅ／Ｄ＞1／6

梁成が異なる場合

○　定着形状を下記以外とする場合は設計図書による。

a /a ≦1/6
最 上 階

一 般 階

外柱の下端筋は上向きの方が望ましい。

○梁主筋は原則として通し筋とするが、拘束筋

　　をあばら筋と同径同ピッチで落とし込む。

ｂ　溶接閉鎖型帯筋＠60～75（有効間隔50程度）
ａ　スパイラル帯筋＠60～75（有効間隔50程度）

○第一あばら筋は柱面に入れその間を設計ピッチ

基礎梁 ※2

設
計
ピ
ッ
チ
以
下

※1

150以下

(水平長さ)バーサポートも可

ho/2+D'以上

ho/2+D'以上

ｈo／4

ｈo／4

3/4D以上かつLa

La,Lb

余長

La,Lb採用時全長L2

(8d以上)

(6d以上)
余長

(4d以上)
余長

L2hL2hL2hL2

技術評価で認められた条件を

　満足すること。

○柱頭に機械式定着を採用する場合

柱・梁主筋

基礎主筋

あばら筋

ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋

スラブ筋

帯　　筋

壁　　筋

135゜フック

6d以
上

6d以
上

副帯筋(180°フックも可)
6d

以
上

6d
以

上

割りフープでも可
パネルゾーン部分は

○第一帯筋（Ｄ13以上使用の事）は梁面に入れ、

○帯筋の加工は下図による。

　その間を設計ピッチ以下に割り付ける。

巾止筋 ニ段配筋の場合

スパイラル筋末端部（定着部）

　但し、Ｄ16以下

　5ｄ以上
　両面溶接の場合
　10ｄ以上

溶接の場合

50ｄ以上

スパイラル筋中間部（重ね継手）

50ｄ以上 図ａ 135°フック 図ｂ 90°フック

⑩は、溶接継手または重ね継手のどちらかとする。

※柱面より梁成の範囲は、180°フック又は135°フックが望ましい。

○巾止筋を設ける場合は、

　設計者の指示による。

○　　　　印内に継手中心部を設けることを原則とする。(告示平12第1463号

　　　使用基準参照）溶接継手の場合でも柱面より500以上はなすこと。

3/4D以上かつLa

3/4D以上かつLa

溶接

※最下階柱脚は柱成D以上。

＊150を超える場合は設計図による。

設計図を優先する。

※　余長　　は構造特記仕様書5-5項によるが、設計図に記載があれば、

○あばら筋の加工は下図①又は⑧による。

Ｌ3,Ｌ3ｈﾌｯｸ付き　Lｂ

25d(30d),20(25)d

25d(30d),15(20)d

20d(25d),15(20)d

補強する柱は設計図による。(柱頭、柱脚柱成の範囲を補強する。)

　：片面溶接の場合

1

40d

30d , 20d

35d

25d , 15(20)d

30d(35d)

30d

20d , 15d

25d(30d)

15d(20d),15d

25d

15d , 15d

40d(-)

30d(-),20d(-)

40d(45d)

35d(40d)

35d(40d)

30d(35d)

以上

135°ﾌｯｸ付き定着

o  /4

○鉄筋径が異なる場合は大きい方による。

主 筋 の 定 着

3 - 2

耐 力 壁

梁

柱

非 耐 力 壁

床 ス ラ ブ

屋根スラブ

布基礎の立上り
柱・梁・床スラブ・壁

基　　礎・擁　　壁

擁　　　　　　　壁

屋　　外

屋　　外

屋　　内

屋　　内

る部分

土に接す

ない部分

土に接し

部　　　位
仕上げなし仕上げあり

かぶり厚さ
か ぶ り 厚 さ

2 - 7 鉄筋に対するコンクリートの設計かぶり厚さと最小かぶり厚さ

鉄 筋 の あ き

2 - 6

　　　粗骨材の最大寸法の1.25倍以上

　　　呼び名の数値ｄの1.5倍以上

2 - 4

継 手 一 般

ＤａＤ

§１　一般事項

（Ｎ/ｍ㎡）

長さ

び重ね継手の

鉄筋の定着及

2 - 3

1.重ね継手の長さは鉄筋の折曲げ起点間の距離、又、フック付きのL2hは

　仕口面から鉄筋の折曲げ起点までとし、末端のフックは定着長さに含まない。

2.軽量コンクリートを使用する場合は、２－３の数値に５ｄを加算する。

一般定着の直線L2またはフック付のL2h,La,Lbの図

柱・梁・基礎の主筋、及び、その他の鉄筋の折曲げ形状・寸法

鉄筋の 鉄筋の折

Ｄ 

 Ｄ

135°

180°

　

 

 余長
6ｄ以上

　

4ｄ以上
 余長

 

　 d

d

3ｄ以上

4ｄ以上

D16以下

D41以下

る区分 直径(Ｄ)
径によ 曲げ内法

鉄筋の使
用箇所に
よる呼称角度

折曲げ
図

 Ｄ

 

　

8ｄ以上
 余長

d

 90°

5ｄ以上

5ｄ以上

6ｄ以上

D19～D41

D29～D41

D25以下

鉄筋の
種類

SD295

SD345

SD390

SD490

鉄筋の表示記号及び最外径は下表による。

少ない

多い

11 14 18 21 25 28 33 36 40 43 46

Ｄ41Ｄ38Ｄ35Ｄ32Ｄ29Ｄ25Ｄ22Ｄ19Ｄ16Ｄ13Ｄ10

記 号

最外径Ｄ

呼び径ｄ

SD490

15ｄ

15ｄ

15ｄ

(20ｄ)

( - )

( - )

20ｄ

150以上
かつ

L3=10d
の場合

床スラブ

L3h=10d

L3=20d

50d(-)

35d(-)

35d(45d)

25d(30d)

35d(40d)

30d(35d)

40d(45d)

30d(35d)

40d(50d)

45d(55d)

45d(50d)

35d

30d

25d(30d)

35d

25d

30d(35d)

20d(25d)

30d

20d

18

21

24～27

30～36

30～36

39～45

48～60

21

24～27

39～45

48～60

を示す
()はSD345

SD345

SD390
(SD490)

準強度

コンクリー
鉄筋の

種類

トの設計基 長さ

重ね継手の

一　般 小梁・床スラブ

定着の長さ

40d(45d)

35d(40d)

上端筋 下端筋

かつ25以上

○二段筋のあきは1.5ｄとする。

●

柱

上図の　印の鉄筋の末端にはフックが必要。

梁

１．あばら筋及び帯筋　　　２．煙突の鉄筋

３．柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部分の鉄筋（下図参照）

４．片持ちスラブの上端筋の先端

５．最上階及びこれに準ずる箇所の柱頭の四隅の鉄筋

６．杭基礎の基礎筋（偏心基礎及び杭２本打以上の場合）

７．鉄骨柱の脚部の基礎柱、又は根巻コンクリートの四隅の鉄筋

○下記の１．～７．に示す鉄筋の末端部にはフックをつける。

鉄筋のフック

2 - 5

１．（　）内の数値は最小かぶり厚さを示す。

    できる。
３．※１　品質・施工法に応じ、工事監理者の承認で１０減の値とすることが

４．※２　軽量コンクリートの場合は、これに１０加算する。

５．柱・梁の主筋のかぶり厚さは主筋径の1.5倍以上とする。
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SD295
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５．溶接継手及び機械式継手の場合はメーカー仕様による。

４．Ｄ35以上の鉄筋は原則として重ね継手は用いない。

L1h 

1.5L1h以上

　かつｂ＋40

間隔：ａ≧400

ａ

ｂ
カップラー1.4ｄ以上0.2ｄ以下

間隔：ａ≧400

ａ

ガス圧接

1.1ｄ以上

ｄｅ

２．機械式継手

３．重ね継手　（壁、スラブ筋を除く）

ガス圧接、溶接、機械式継手

設計者判断により、認定を取得した工法ではa=0とできる。

(2018)」

交互配筋
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以上1
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鉄筋コンクリート構造配筋標準図（1）２０２１年度版

1-1

基 本 事 項

2 - 1

鉄 筋 の
表 示 表 記

１.使用材料、工法等は構造特記仕様書による。

２．設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。

　　また本標準図に明記なき場合は構造特記仕様書１－２－４に指定した共通
　　仕様書及び日本建築学会「ＪＡＳＳ５（２０１８）」及び「鉄筋コンクリ

　　－ト造配筋指針・同解説」による。

３．本標準図は異形鉄筋を対象とし、ｄは呼び名に用いた数値とする。

４．本標準図に示す単位は特記なき限りすべてｍｍとする。

2 - 2
鉄 筋 の
折 り 曲 げ

〇フックのない場合

〇フックのある場合

〇本数に差がある場合

〇機械式継手表示

〇ガス圧接、溶接継手表示

３．構造特記仕様書2-2で令第73条を選択した場合、主筋又は耐力壁の鉄筋の

　　５０ｄ）とする。
４．構造特記仕様書２－２でＪＡＳＳ５（２０１８），ＲＣ規準２０１８とした
　　場合、主筋又は、耐力壁の鉄筋の継手重ね長さは設計図によるが、
　　参考値として左下表ＪＡＳＳ５（２０１８）にＬ1 Ｌ2を示す。

ガス圧接継手・溶接継手・機械式継手に関する事項は、標準仕様書および
施工要領ならびに鉄筋継手工事特記仕様書(2019年版）共に

１．ガス圧接、溶接継手

L1h 

約0.5L1h 約0.5L1

　　（ガス圧接、溶接、機械式継手等による）

２．仕上げあり　とは、鉄筋の耐久性上有効な仕上げのある場合とする。

D’は梁有効性

上端筋は

上階柱面から

以上1
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上
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上

※8d以上
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　　継手重ね長さは左下表Ｌかつ４０ｄ（軽量コンクリートを使用する場合

公益社団法人日本鉄筋継手協会編に準拠
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○スパイラル筋の末端処理及び継手は下記の通りとする。
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：構造特記仕様書 5-5項　余長参照1

先端小梁のない場合

定着は20d(L2) (　)は、主要な耐力壁等が取付く場合で設計図

L
2

4d以上

　500以上はなすこと。

▽Ｇ.Ｌ

ａ

▽Ｇ.Ｌ

○補強部　　　　の厚さは梁巾とする。

ｔ

スラブ階段

ＲＣ壁・ＣＢ壁の補強

②　地反力を受ける場合

①　地反力を受けない場合は（4-5）による。

Ｌ3h

　柱面(基礎小梁の場合は梁面)より500以上はなすこと。Lbとれない場合

４－５a定着によってよい。

不連続端（外端） 連続端（内端）

先端 元端

※設計者の判断による。

0

oo

通し筋としてもよい。

水平定着でもよい。

①　一般(独立基礎、杭打独立基礎)

1

o

o 3/4以上かつLa

1

　　余長　は構造計算によって確認すれば、それによってもよい。

o o 3/4以上かつLa

3/4以上かつLa

1

11

②

6φ＠100
縦横共

溶接金網による方法

鉄筋による方法

　　Ａ≦0.3㎡

Ａ：開口面積

かつ　≦0.6ｍ かつ　≦1.0ｍ

0.3㎡＜Ａ≦1.0㎡

注）スラブ筋を切断しない場合は補強を要しない。

1．補強筋は原則として工場製品（認定品）を使用する。

Ａ

Ｂ

Ｃ Ｃ

ｘ
ｘ

ｘ

ｙ

ｘｘ

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｄ

Ｃ

肩筋D13以上 肩筋D13以上

※4-5a)定着に同じ
ｘ≦ ｙ

継手位置は原則として下表によるが、右図でもよい。

Ａ　　　Ｃ　　　Ｄ

Ａ　　　Ｂ　　　　

4
d

受筋D13

L2

ａ　隅角部

よる方法

溶接金網に
鉄筋による方法

○開口補強筋はリストによる

11

○斜筋は内側に配置する。壁筋を切断しない場合は補強を要しない。

スリット幅 W1≧25かつスリット長さの1／100

W2≧15

1 2a /a ≦1/6

※4-5a)上端筋定着に同じ

※LbかつB/2以上 肩筋 主筋の径以上

L3h又は20ｄ

B

片持階段

　されている場合は不要。

※

o o

o

o

(　 形でも可)

○　　　は、打増し部分を示す。　　 と配筋してもよい。

○補強筋

　50＜ｔ≦100 Ｄ13＠300

　　100＜ｔ≦200 Ｄ16＠300
　　ｔ＞300 設計図による

　　ｔ≦ 50 補強なし

 200＜ｔ≦300 Ｄ16＠200

1

壁スラブ

(増築側の鉄筋は水平定着でもよい。)

○　　　印内に継手中心部を設けること。ただし溶接継手の場合は梁面より

(有効せい) (Lは必要付着長さ)

ｄo

b

D

つり筋

B

※
(
L
2
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D'
D

3/4以上かつLa

全長L2

全長L2

全長L2

巾止筋

腹筋

4d以
上

15d以上

15d以上

片持ちスラブ隅角部補強は設計図による。 先端に荷重がある場合

※4-5ａ)定着に同じ

大梁又は小梁に

L2定着

補強範囲

※壁配筋が片持荷重を受ける配筋と

さし筋は、縦筋と同径
同ピッチとする。

① ③

土圧を
受ける壁

○　　　 は、はつり部分を示す。

受筋

以上

梁の上面
までのばす

※8bかつB/2以上 以上 以上

4
d
以

上

※水平投影長さ8d確保できない場合
　余長部で　　、　　とする。L2 L3

8d   以上   以上

※　地反力を受ける梁は構造特記仕様書５－５項および設計図に示す。

※
(
L
3
)

L
3

25d又はL3h

1

②　地反力(又は杭反力)を受ける場合

2．認定品を使用しない場合は下図によるが、補強筋は設計図による。

LbかつB/2以上

25d以上又はL3h

かつスラブ厚以上

         　による。

○増築時の継手は、原則として柱・梁の主筋は溶接継手とする。

　　余長　は設計図に記載があれば、設計図を優先する。1

③　上載荷重が大きい場合は②の主筋継手位置を上下逆にする。

○梁貫通孔は梁成の1/3以下とする。

○孔が複数の場合は中心間隔を径（φ）の

　3倍以上とする。

　また位置は原則として柱面から梁成D以上

　はなし、梁成の中央Ｄ/2の範囲内とする。

○φが100㎜未満、かつD/10以下の場合は

かぶり厚さを確保してあばら筋を追加する。

○※縦筋はあばら筋加工とする。

補強を省略することができるが、孔際の両側に

　LbかつB/2以上
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○土圧を受ける壁の外側鉄筋の定着は③図による。
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○継手位置はどの部分でもよいが、土圧を受ける壁は5-2項（土圧面側を上端

壁の配筋は設計図書による。
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 o 連続端（内端）

  /4

下向き可
斜め可

不連続端（外端）

※
L
2

スラブ

ＲＣ壁・ＣＢ壁が床にのる場合

壁 配 筋

○定着長さはL2、及び継手長さはL1とする。

(耐震壁の場合)

5
0
d
以

上

8d以上

20d以上

　－D10＠200(共通)

又は、帯筋
あばら筋相当

 梁

 

 
 

D

L1＋50

※L2

縦筋

横筋

L2
柱梁

柱梁

 ※L2

L2

L2

すべて定着する。

　※ただし耐震壁で帯筋、あばら筋の内側に定着できない場合は、 =8dかつ

　150以上 45°～90°折り曲げ、定着長さはL2かつD/2以上とする。

(通し配筋の場合は不要。)

 

 

1 1

大梁 小梁

○※斜筋を縦・横補強筋でおきかえる場合は設計図よる。

(設計者指示にて省略可)

1
00

○杭頭を切断した場合の補強は、設計図による。

梁主筋は原則として

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）２０２1年度版

Lb

D13

D13

t　　（梁）

○杭頭補強筋は設計図による。

○下端筋は水平定着でも可。上端筋には継手を設けてはならない。

(不許複製)FAX(06)6763-8206TEL(06)6763-8205http://fasa-net.jp http://www.kse-web.com/

○　　　印内に継手中心部を設けることを原則とする。ただし溶接継手の場合は

2020年2月1日作成(発行元)一般社団法人関西建築構造設計事務所協会(販売元)一般社団法人日本建築構造設計事務所協会連合会
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南中学校屋内運動場大規模改修工事　(建築)



60°

　＊Ｂ＝300は千鳥打ちとする。

＊＊印の欄のgおよび最大軸径の値は強度上支障がないとき

　　最小縁端距離の規定にかかわらず用いることができる。

(　)内はボルトが応力方向に3本以上並ばない場合を示す。

クレーンガーターの場合は、全て2.5倍以上の勾配をとる。

　両端に継手と同じ形状のエンドタブを取り付ける。

　長さ　は35以上かつ薄い方の板厚の2倍以上とする。

　エンドタブを切断する場合溶接終了後母材より5～10㎜

　はなして切断する。代替タブを採用する場合は溶接技量

　付加試験に合格した溶接工によること。

　エンドタブ、裏当て金の組立て溶接は右図による。

a) スカラップ工法

b) ノンスカラップ工法

45°

5～10㎜

通し形裏当て金

5～10㎜

分割形裏当て金

隅肉溶接S=4～6㎜

45°

軽量形鋼等溶接 W9

D
D/2

D/2D/2 D/2D/2

丸鋼等溶接 W8

t S

t≧3のときS=t
t＜3のときS=3

ｔS

ＭＣ・・・はアーク手溶接　ＧＣ・・・はガスシールドアーク溶接・セルフシールドアーク溶接の記号を示す。

余盛　0≦Δα≦0.4S　かつ△α≦4 S/2S/2

ボルト本数表示
(ウェブ)(ウェブ)

組立Ｈ型鋼

チェッカープレート

フラットバー

ガゼットプレート

リブプレート

ターンバックル

溶接記号（§4参照）

D

D

アンカーボルト

ベースプレート

ダイアフラム

フランジプレート

高力ボルト

スプライスプレート

ウェブプレート

1パス長さ=40～60㎜程度とする

ep

ee10

４Ｐ　Ｌ－

e

－2.5度

＋∞35ﾟ

4）開先形状

寸　　　　法
記 号 形 状 適用板厚 ガスシールド及びセルフ

アーク手溶接

裏当て Ｇ －2
α ＋112Ｗ Ｒ 2 －2

 α1 TR

 Ｇ 7
9以上

Ｒ 2G －2

α1

裏はつり Ｇ 0 －0α 1 ＋2Ｗ3 Ｒ 2 －2

  ＭＣ-ＢＬ-2 TR
α 45ﾟ1

G

Ｇ 0
裏はつり

4Ｗ ｄ (Ｔ-Ｒ) (Ｔ-Ｒ)1 3 3α 1
 1 ＋2d

Ｒ 2 －2

 ＭＣ-ＢＫ-2  T 1 1R ｄ (Ｔ-Ｒ) (Ｔ-Ｒ)2 3 3
2d

α1α1

α2

3～6 Ｇ裏当て
Ｗ5

 T

FB－4.5×19
G

ＧＣ-ＢＬ-2

ＧＣ-ＢＫ-2

25以上

シールドアーク溶接

45ﾟ

60ﾟ

Ｔ

45ﾟ 45ﾟ

60ﾟ

Ｗ　1

 S

G=0

t

S ＝設計サイズ

S'＝実際サイズ

t

記号Ｗ1 記号Ｗ1

Ｗ　1

12

1614

10

12

9

9

7

6以下

t

t

S

19 22 25 28 32 36 40

191311 15 17 2421

かつΔS≦5

ΔS＝S'-S

S

脚長(S) 0　≦ΔS≦0.5S

2)  設計図書に記載なき場合は、本標準図に従うものとする。また、本標準図に明記無き場合は、

　　構造特記仕様書１－２－４，５に指定した共通仕様書および標準仕様書による。

3)　製作精度等に関してはＪＡＳＳ６の付則６「鉄骨精度検査基準」による。

4)　本標準図に示す単位は特記なき限りすべて㎜とする。

1 - 1

基 本 事 項

そ の 他

B B

g g g22 1B
g3

g g21

 

 g1  A A

ＡorＢ g g 最大軸径 Ｂ g g 最大軸径 Ｂ g 最大軸径311 2 2

＊＊ ＊＊50 30 16 100 60 16 ＊＊ 30 16

60 35 16 125 75 16 65 35 20

65 35 20 150 90 22 70 40 20

70 40 20 175 105 22 75 40 22

75 40 22 200 120 24 80 45 22

80 45 22 250 150 24 90 50 24

＊90 50 24 300 150 40 24 100 55 24

100 55 24 350 140 70 24

125 50 35 24 400 140 90 24

130 50 40 24

150 55 55 24

175 60 70 24

200 60 90 24

b b b b

 
 g1

g2

e ゲ ー ジ
g2 Ｍ16,20,22 Ｍ24

65

60

45

50

45

25

35

55

40

千鳥打ちのピッチ b

3 - 2

高力ボルト

のピッチ

せん断縁,手動ガス切断縁

呼 び 径

孔 径 18

標 準 60
pピッチ

最 小 40

は し あ き 40

最少縁端距離
圧延縁,自動ガス切断縁等 22

28

Ｍ 16

22

60

50

40(50)

26

34

Ｍ 20

24

60

55

28

38

40(55)

Ｍ 22

26

70

60

45(60)

32

44

Ｍ 24

p p p

 

e

g1

3 - 1 ボルトの長さ
高力ボルト

首
下
長
さ

締付け長さに加える長さボルトの  締付け長さ
呼び径

  座金長さＭ16 25  ナット高さ
Ｍ20 35 30  余長
Ｍ22 40 35

Ｍ24 45 40

30

Ｓ10ＴF8T,F10T

1.  特記以外はすべてＳ10Ｔ（トルシア形高力ボルト、上図）又はＦ10Ｔとする。

2.  本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの兼用はしてはならない。

3.　ボルトの接合面の処理は、締め付け摩擦面を平グラインダー掛け等を行い、黒皮を除去して一様

　　けは1次締付け後、マーキングを入れてから本締めをする。

　　に赤さびを自然発生させる。ただし、ショットブラスト等を行った場合はこの限りでない。締付

4.　亜鉛メッキボルトの場合は、全てＦ8Ｔとする。

2 - 1

略 号

3 - 3

形鋼のゲージ

1 - 2

断続隅肉溶接の長さL

16　＜　t　≦　40t　≦　16

S SL

2.5以上
a＞10a≦10  1

2）エンドタブ

3）開先加工（下図は参考とする。）

γ γ2 2γ γ1 1

○完全溶込み溶接部以外のスカラップはγ＝25程度とする。

　なお複合円は滑らかに仕上げること。

15

t

D

12 16 19 22 25 28 32 36 40

10 11 12 13 13 14 15 16

t/4 ≦ S ≦ 10

t

　

S SD

12 ≦ t ≦ 40

片 面 溶 接  W 6

D2

t

　

D

16≦ t ≦ 40

両 面 溶 接  W 7

D=(t-2)/2

4 - 1

隅 肉 溶 接

4 - 2

完全溶込み

溶接

(突合せ溶接)

4 - 3

部分溶込み

溶接

4 - 4

フレア溶接

Ｗ1

ＧＰ ＧＰ

Ａ 1タ イ プ Ａ 2タ イ プ Ａ 3タ イ プ

10 g e1Ｗ ,Ｗ ｏｒＷ 2 3 4

Ｗ1

ＧＰ

ＲＰ

Ｂ 1タ イ プ Ｂ 2タ イ プ

2. 継手プレート及び高力ボルトはリストによる。

 15 - 1
  1 1e pp e継手リスト

10 pppp e ppp ee
10 10

2 2g1 1 g1 1a g a g 11

2 gag

2
g

フランジ巾　250以下 フランジ巾　300 フランジ巾　350,400

e e B e pe

10 10

2
1

t

2
t 2
2 et

A

11t 
a2

e

t1
 a1  2 2

高
力
ボ
ル
ト
径

フ ラ ン ジ ウ ェ ブ
材 種 主 材

ピ

ッ

チ

ボルト ボルト外 側 添 板 内 側 添 板 添 板

総 総2　Ｈ－Ａ×Ｂ×ｔ ×ｔ 1

本数 本数2ＢＨ－Ａ×Ｂ×ｔ ×ｔ 1

　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

　Ｈ－　×　×　 × 　 　　×　×　 　　×　×　 　　×　 ×　　

　Ｈ－　×　×　 × 　

1 1 2

4 - 5

そ の 他 加工工程中及び現場建方後においてもアークストライク、ショートビートをしてはならない。

5 - 2

小 梁 仕 口

ピ ン 接 合

剛 接 合

Ａタイプ

Ｂタイプ

　余盛Δα

p
e 

e

10

50
Ｗ1Ｗ1

ＲＰ

1)　使用材料、工法は構造特記仕様書による。

G

6～

16～

6～

(+∞)

(+∞)

(+∞)

(+∞)

(+∞)

(+∞) (+∞)

(+∞)

(+∞)

(+∞)

(+∞)

(+∞)

(+∞)

(+∞)

7 ＋∞

35ﾟ＋∞
－2.5°

＋∞
－1
＋2

＋∞
－1°
＋2 (+3)

(+3) (+3)

(+4)
(-0)

(+3)

(+2) (+2)

＋2 (+3)

(+3)

(-2)

－2.5°

－2
＋12

9 ＋∞

－2

0
＋22 －2

－2
＋2.5

0 －0
＋2.5

＋22 －2

Ｔ＋∞
－2

＋∞

＋∞
－2.5°

＋∞
－2.5°

(-2 )

(-0)

(-2)

(-5 )
＋∞
－2.5°

(-2)

(-0)

(-5 )

(+4)

(-3)

(-5 )

(-3)

(-2)

(-5 )

(-2)

(-2) (-3)

(-5 )

(-5 )

(-3)(-3)

(-5 )

(-5 )
＋∞

＋∞
－2.5°

＋∞
－2

－2.5°

2 2
－0 (-0)

p
p
〃
〃
〃

e

a

e
p

p
〃
〃
〃3

t21×a1×　 t22×a2×　 t11×a3×　
２Ｐ　Ｌ－２Ｐ　Ｌ－

ee10 ee e e

Ｌ

2ＰＬ

ＧＰＬ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

1. ＧＰＬ、ＲＰＬは材種、版厚とも小梁のＷＰLと同等以上とする。

Ｌ

Ｌ

Ｌ

○ＢＨ

○ＣＨＰ

○ＦＢ

○ＧＰ

○ＲＰ

○ＴＢ

○Ｗ

Ｌ

鉄 骨 工 作 標 準 図 (１） 　２ ０２１ 年度 版

○ＡＢ

○ＢＰＬ

○ＦＰＬ

○ＨＴＢ

○ＳＰＬ

○ＷＰＬ 1-9

（ねじ山1～6）

e

L≧10Sかつ40

1）板厚の異なる場合(通しダイアフラムは除く)

○スカラップの円弧の曲線は、フランジに滑らかに接する

機械加工＋ガス切りタイプ

ＭＣ-ＢＬ-１Ｂ

ＧＣ-ＢＬ-１Ｂ

ＭＣ-ＢＩ-１Ｂ
ＧＣ-ＢＩ-１Ｂ

※30ﾟ

S S

a
3

2. a3は原則として梁成の2/3以上確保すること。

p
e

e 
p
e

e 

○ＤＦＰＬ

　ように加工する。γ1は35程度、γ2は10以上とする。

1. フランジＰＬ面もしくはウェブＰＬ面で、段差1㎜を超える場合は、フィラーPLを入れて調整すること。

§１　一般事項

§３　ボルト接合

§２　共通事項

§４　溶接接合

§５　継　　手

(不許複製)FAX(06)6763-8206TEL(06)6763-8205http://fasa-net.jp http://www.kse-web.com/ 2020年2月1日作成(発行元)一般社団法人関西建築構造設計事務所協会(販売元)一般社団法人日本建築構造設計事務所協会連合会

°

°

° °

°°

°

°

°

小文字は管理許容差()は限界許容差を示す　　※十分な品質管理を行う
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工事名称一級建築士 第379482号本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は、表記縮尺×71%の縮尺とする。 株式会社堀口建築設計
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3
0
～
5
0

設
計
図
に

よ
る

H

Ｈ

ＷＰＬ

ＰＬ－ｂ

ＰＬ－ｂ

35

ＰＬ－ｂ

ＰＬ－ｂ

補強ＰＬ厚さｔはＢＰＬ厚さの1/2以上かつ9以上

柱 が 角 形 鋼 管 の 場 合柱 が Ｈ 形 鋼 の 場 合

ＰＬ 厚さはＷＰＬ と同厚以上（両面）

1
5
0
以
上
が

6 - 6
鉄 骨 工 作 標 準 図 ロそ の 他

ＰＬ-6かつｔ/2以上 Ａタイプ（φ≦0.1Ｈ） Ｂタイプ（0.1Ｈ＜φ≦0.2Ｈ）直交梁　

2φかつ100+φＰＬ－ｄ 9 - 1

貫 通 補 強
6 - 1 Ｗ2,Ｗ3ｏｒＷ4 Ｗ φ2 Ｗφ 1
勾 配 屋 根 イ ＧＰＬ-ｔ

   Ｈ 3φ開先形状は設計図書による
Ｗ1Ｔf

3φ以上Ｗ1 Ｗ2

ＰＬ－ｅ

ＰＬ 厚さはＷＰＬ 厚さの0.5以上（片面）腰折れ柱イ イ ＰＬ－ｄ  

ＰＬ－ｂ ＷＣタイプ（0.2Ｈ＜φ≦0.28Ｈ） Ｄタイプ（0.28Ｈ＜φ≦0.4Ｈ） 1Ｈ形鋼の弱軸にブレースが取り付く場合

1
0
0
以

上
が

望
ま

し
い

。

01.5t
2φかつ100+φ 2φかつ100+φ  

Ｗ1直交梁
柱 が Ｈ 形 鋼 の 場 合 柱 が 角 形 鋼 管 の 場 合 t0Ｗ Ｗ1 1ＰＬ－ｂ

φ  φ 3φ Ｈ Ｈ
6 - 2 柱ＦＰＬ Ｗ Ｗ1 1

梁 通 し cTf

Ｗ2,Ｗ3ｏｒＷ4 Ｗ1
Ｗ2,Ｗ3ｏｒＷ4 イ Ｗ2 又は同厚さ以上(片面)

Ｅタイプ（0.4Ｈ＜φ≦0.5Ｈ） Ｆタイプ
Ｗ ｏｒＷ3 41Ｗ ≒30 既製品(評定品)を用いた場合1Ｗ

ＰＬーａ
Ｗ2

1Ｗ

ハイリング、フリードーナツφφ  Ｗ ｏｒＷ3 4 Ｈ
Ｗ2,Ｗ3ｏｒＷ4 ＯＳリング等　使用可Ｗ1

Ｗ2,Ｗ3ｏｒＷ4 45ﾟ以上ｄ柱径が異なる場合cTf

cTf梁現場継手位置
継手6 - 3

1. 特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径(φ)は Ｈ/42,400以下を原則とする。  ▽仕口と継手 　 0.5Ｈ以下とし、そのピッチは3.0φ以上とする。

Ｗ1 10 ｂ ｂ
梁ＦＰロＷ2,Ｗ3ｏｒＷ4  通しダイヤフラム Ｈ/4

  TfTd
直行梁

ＰＬ－ｃ
補強プレートＷ1

Ｗ1 　 ＢＨとする。 デッキプレート受け　ＦＢ-65×9ＰＬ－ａ 9 - 2 　焼抜きせん溶接　＠≒300
Ｗ230以上 デッキプレート

50以上

 HＰＬ－ｃ継手リストによる
cTf梁ＦＰＬ

30以上

板曲げ加工半径γは
イ ロフランジ板厚の10倍以上とする。

○合成スラブの場合はメーカー仕様による
7 - 1 Ａタイプ　　(主柱) Ｂタイプ　　(間柱等二次部材)

6 - 4 一 般 柱 脚Ｗ2,Ｗ3ｏｒＷ4 
柱 通 し a e p e2 2 h≧4.0d1Ｗ 9 - 3 p p余長はネジ山3以上 11125 Ｗガス抜穴20φ 7.5d≦p1≦3001Ｗ スタッドジベルすべて座金付きナットとする　　 無収縮モルタル流し込み a   1 a1ＨＴＢ継手 p2≧5.0d

d  d3
0
～
5
0

ｈ　柱現場継手位置
無収縮モルタル流し込みＲ(曲率半径)以上 a1≧40ＰＬ－ｃ10 中心塗りモルタル200角 t  

a2≧100Ｗ ,Ｗ ｏｒＷ 3 42 a21,000前後 アークスタッド溶接
(Ａタイプも同じ）ｂ ― ｂ 断面 e≧40アンカーフレームを使用す

継手リストによる Ｄ16を切断し天端をそろえるる場合は設計図書によるＰＬ－ｄ d≦2.5t
Ｗ2,Ｗ3ｏｒＷ4 (Ａタイプも同じ）

ＰＬ－ｄ ｈ,ｐ1 ,ｐ2 設計図書による

1Ｗ1Ｗ 無収縮モルタルの強度はＲＣ柱型Ｗ2,Ｗ3ｏｒＷ4 Ｗ2

直交梁用ＰＬ－ｂ
のコンクリート強度以上とする。 9 - 4

Ｗ2 Ｂタイプ（軽微なＲＣ壁の場合） Ｃタイプ（ブロック壁の場合）ａ ― ａ 断面 Ａタイプ（標準）Ｗ2,Ｗ3ｏｒＷ4 壁筋の溶接Ｗ1 ａ
ａ

 サイズ0.5ｄtＰＬ－ｄ アンカーボルトの施工に誤差がＷ2,Ｗ3ｏｒＷ4 Ｗ1

 5d 5dＷ 　　=50　　1ある場合は台直しはせず右図の 50
Ｗ2,Ｗ3ｏｒＷ4 ＢＰ ｐ=鉄筋間隔様に補強する。 ＡＢ  15

　Ｗ2

   5d6550アークスタッド溶接通しダイヤフラム柱溶接後切断
6 - 5

(ＰＬ－　) dＦＢ-65×6D13以下現場溶接継手 Ｗ2 建方用ボルト

(　－Ｍ　 ) 8 - 1 pG 高力ボルト 溶　接ＧＰＬブレースリストｃ 符号 部　材ｃGは§4-2による 脚長ｔ本数 ｅ Σ径G　　　ウェブは継手リストによる

30°

2ＰＬ－　　　
Ｗ2

e

G  梁ＦＰＬ現場溶接継手

p
p

Ｗ1 e

ウェブの継手は設計図書による
Ｗ1ｏｒ
Ｗ2,Ｗ3,Ｗ4 通しダイヤフラム

下向き溶接とする

ｃ ― ｃ 断面
1. ＧＰＬの最少幅　eが確保できない場合は、設計者の指示により板厚を変更する。
2. 丸鋼を使用する場合は、丸鋼、ターンバックル共にＪＩＳ規格品を使用する。

3. 床ブレースは設計図書に明記なき場合は壁面に準ずる。

ＰＬ－ｅ

ＰＬ－ｃ

Ｌ

望
ま

し
い

ＰＬ－ｃ
通しダイアフラム

望
ま

し
い

1
5
0
以

上
が

柱ＦＰ　現場溶接継手Ｌ

1
5
0
以
上

が

望
ま
し

い

(せん断力を負担させる場合も同様）

Ｌ

座金

ＰＬ 厚さはＷＰＬ 厚さの0.5以上（片面）

　 (これを満足できない場合は設計者の指示による。)

2. 貫通孔を設ける範囲は右図の　　　　部分を原則とする。

3. 貫通孔が多くある場合はＷＰＬを厚くした(ＷＰＬ+補強ＰＬ)

部分溶込み溶接

(２ ）　 ２ ０２ １ 年度 版

1) パネルゾーンのＰＬの厚さ

1.　ＰＬ－ａ(鉛直スチフナ)

2.　ＰＬ－ｂ(水平スチフナ)

3.　ＰＬ－ｃ(通しダイヤフラム)

4.　ＰＬ－ｄ(内ダイヤフラム)

5.　ＰＬ－ｅ(折れ曲がり部)

2) 出寸法

イ　25㎜かつcTf以上

ロ　cTf≦25の場合　25

　　cTf≧28の場合　30

3) 注記

1.　ダイヤフラムの材質は特記仕様書による。特記なき場合は、接続する柱及び梁の1ランク

　　上質とする。また接続する柱及び梁の強度及び材質の異なる場合は、強度は大きい方に同
　　じとし、材質は上の方の1ランク上質とする。

　　同質以上とし、折り曲げ加工又は溶接加工とする。

3.　ハンチ部でＦＰＬを折曲げる場合はＲ≧10Tfとし補強プレートを入れる。ただし、勾配の

　　ゆるい場合(1/6程度)は不要。

4.　ダイヤフラムと梁フランジの溶接部は、梁フランジはダイヤフラムの厚みの内部で溶接す

　　ること。(告示1464)

5.　現場溶接を行う場合は工事監理の承諾を得、養生に十分配慮して行うこと。

上下柱のＦＰＬの厚い方より1サイズUP以上

仕口部に集結する梁の最大ＦＰＬより1サイズUP以上

仕口部に集結する梁の最大ＦＰＬより1～2サイズUP以上

梁(柱)のＦＰＬより1サイズUP以上

仕口部に集結する梁の最大ＦＰＬより2サイズUP以上かつ柱のＦＰＬ以上

2.　ｄ (6-2項)上下階で柱径が異なる場合の板厚は上下階柱の厚い方、材質は上下階柱と

又は200φ以上とする
設

計
図
に
よ

る

補強PL材質強度はAB.BPL以上

2ＰＬ（設計図による）

50以上

ＢＰＬ

§９　その他

§６　柱梁接合部および継手

§７　柱　　脚

§８　壁面ブレース

(不許複製)http://fasa-net.jp TEL(06)6763-8205 FAX(06)6763-8206 http://www.kse-web.com/ 2020年2月1日作成(販売元)一般社団法人日本建築構造設計事務所協会連合会 (発行元)一般社団法人関西建築構造設計事務所協会
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本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。
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承 認 検 図 設 計 製 図特　記
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本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。

4,250 3,250 7,500 7,500 7,500 7,500

37,500

4,2503,250

8,
25

0

75
0

3,
30
0

4,
20

0

GL

1FL

2FL

RSL

FG2 FG2 FG2 FG2 FG2 FG2

1 2 3 4 5 6 7

G2 G1 G1 G1 G1

C6 C2
C1 C1 C1 C1

C4

cb1

cb3
G2 G3 G1 G1 G1 G1

F3
F5

F1 F1 F1 F1 F3

4,250 3,250 7,500 7,500 7,500 7,500

37,500

4,2503,250

8,
25

0

75
0

3,
30

0
4,
20

0

GL

1FL

2FL

RSL

1 2 3 4 5 6 7

FW1

b4 b4 b4bw

bw

1,216 1,100 2,643 1,100 1,441

G3

2,
60

0

2,
30
0

1,
90

0

1,
90

0

70
0

W18 W18 W18

W18

W15 W15 W15 W15 W15 W15 W15

W15W15W15W15W15W15W15
消火栓

1,850

1,850

1,370 1,500 20 4,125 1,900 1,100630 5,640 630

2,
41
0

70
0

75
0

2,
41

0

69
0

69
0

69
0

1,
20

0

2,8902,115

1,520

30
0

900 1,758.5291.5

12
0

【計画】E通り軸組図 S=1/100

【計画】E通り+2200軸組図 S=1/100

【計画】E通り,E通り+2200軸組図

B1CG3

b5

500

1,000

630 5,640 630

通
り

芯

柱
芯

240

通
り

芯

80

柱
芯

通
り

芯

柱
芯

通
り

芯

柱
芯

柱
芯

通
り

芯

通
り

芯

柱
芯

通
り

芯

225

通
り

芯

柱
芯

240

通
り

芯

80

柱
芯

通
り

芯

柱
芯

通
り

芯

柱
芯

柱
芯

通
り

芯

通
り

芯

柱
芯

通
り

芯

225

G2 G2 CG3B2 B2 B2

C-13

計画1,100

225

柱
芯

225

柱
芯

提出図2022.11.南中学校屋内運動場大規模改修工事　(建築)



2,
56

4.
8

通
り

芯

作図年月日

訂正年月日

承 認 検 図 設 計 製 図特　記

株式会社堀口建築設計 工事名称

図面名称一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号

種別

堀口達矢

一級建築士 第379482号

(A2)
(A3)

縮 尺
1/100
1/141

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。
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本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。
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本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。
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株式会社堀口建築設計 工事名称
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本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。
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C-100x50x20x2.3@600
2C-100x50x20x2.3@1800

GPL-4.5、普通ﾎﾞﾙﾄ2-M12

C-100x50x20x2.3@600 接合記号：JD1
縦胴縁

(開口閉鎖部)

(R階上部)
詳細図による。C-150x50x20x2.3

詳細図による。□-75x75x3.2軒先下地

JG700継手記号

梁サイズ

ﾌﾗﾝｼﾞ 添板

ｳｪﾌﾞ 添板

大梁継手リスト S=1/15

H-700×300×13×24

外：PL-620×300×19 (2枚) 内：PL-620×110×19 (4枚) ボルトM20 (48本)

PL-560×170×9 (2枚) ボルトM20 (18本)

620

4045〃〃〃45 90 45〃〃〃4540

H-700×300×13×24
M20

3
5

4
0

1
5
0

3
0
0

4
0

3
5

PL-620×300×19(外添板)

姿　図

620

4045〃〃〃45 90 45〃〃〃4540

M20
PL-620×300×19(外添板) H-700×300×13×24

1
9

PL-620×110×19(内添板) 4
0

M20 6
0

〃
〃

〃

5
6
0

7
0
0

〃
〃

PL-560×170×9

〃
6
0

4
0

1
9

40 90 40

170

H-340×250×9×14

外：PL-410×250×12 (2枚)

PL-200×170×9 (2枚)

内：PL-410×100×12 (4枚)

ボルトM22 (6本)

ボルトM22 (24本)

1
5
0

30

60

290

40 60 4090

9
0

PL-290×150×9(外添板)

H-194×150×6×9

3
0

M20

H-194×150×6×9

外：PL-290×150×9 (2枚) 内：PL-290×60×9 (4枚) ボルトM20 (16本)

ボルトM20 (4本)PL-230×140×6 (2枚)

JG194

PL-290×150×9(外添板)

19
4

40

230

14
0

150

60

290

40 60 4090

40

M20

40
40

6
0

H-194×150×6×9

PL-230×140×6

9
9

PL-290×60×9(内添板)

M20

50

2
50

5
0

6040 60 4090

1
50

H-340×250×9×14

PL-410×250×12(外添板)

M22

6060

410

60

410

40 60 409060 60

34
0

4040

170

90

PL-410×100×12(内添板)

PL-410×250×12(外添板)
M22

M22

4
0

20
0

40
6
0

6
0

12
1
2

PL-200×170×9

H-340×250×9×14

ボルトは特記無き限り、HTB-F10T　又は　HTB-S10T　とする。 梁鋼種 は、 SS400　又は　SN400　に適合する。 鉄骨構造基準接合部委員会　SCSS-H97　に準ずる

JG340

作図年月日

訂正年月日

承 認 検 図 設 計 製 図特　記

株式会社堀口建築設計 工事名称

図面名称一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号
図面No．

種別

堀口達矢

一級建築士 第379482号

(A2)
(A3)

縮 尺

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。

1/15【計画】接合リスト(1)、部材リスト
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提出図2022.11.南中学校屋内運動場大規模改修工事　(建築)



12

12

特記なき限りボルトは、S10T又はF10T、溶融亜鉛メッキを行う箇所はF8Tとする。小梁接合リスト
採用 記号 部　材

mw 総数

ボルト
GPL

e1 p1 e2 p2

↑↓ ←→
備　考

ｶｯﾄ
ﾌﾗﾝｼﾞ

nw

× =2 1 2 6 40 6040 － 有○

径

JB125 H-125x60x6x8 M20

タイプ

梁せい

150以下

備考

姿図

・h=0

梁せい

150以上

の場合

の場合

タイプ３

10 p2
e2 e2

He
1

ﾌﾗﾝｼﾞ片面ｶｯﾄ

・h＜0の場合

・長期の床荷重等を負担をしない

h

GPL
SPL

〃
p

e
1

e
1

H

h

10
e2
e2

GPLSPL

タイプ２

・折半屋根の場合 h=50

・hが50を超え大きい場合はGPL上部補強

　を行う。

タイプ１

ﾌﾗﾝｼﾞ片面ｶｯﾄ

H

10 p2

m
w

nw

e2

e
1

e2

10
e2

p
1

p
1

e
1

e
1

e2

GPL

GPL

SPL

SPL

m
w

ex) nw=1nw

10

p
1

p
1

p2
e2 e2

e
1

e
1

GPL
SPL

m
w

ex) nw=2nw

p2

p
1

p
1

e2 e2

e
1

e
1

m
w

10 p2
e2 e2

e
1h H

GPL

SPL

10

h

p
1

p
1

e2

e
1

e
1

ex) nw=1nw

m
w

10

GPLSPL

ex) nw=2

h

hが大きい場合
GPL上部補強

hが大きい場合
GPL上部補強

SPL

GPLg
e

geが小さい場合
ﾌﾗﾝｼﾞ片面ｶｯﾄ

e2

要領図

e2：へり空き

e1：はし空き

p2：縦方向のピッチ

p1：ｳｪﾌﾞ断面方向のピッチ

mw：1列あたりのボルトの本数

nw：材軸方向のボルトの列数

凡例

ge：GPL有効幅

SPL：補強PL GPLの厚みと同厚

nw

40 40H-194x150x6x9JB194 60 －2M20 × =○ 2 4

H-294x175x7x11 M20JB294 3 40 60 40 －× =○ 3 9

M20 4 40 60 40 －× =○ JB340 H-340x250x9x14 3 12

特記なき限りボルトは、S10T又はF10T、溶融亜鉛メッキを行う箇所はF8Tとする。間柱・吊材接合リスト
採用 記号 部　材

mw 総数

ボルト

e1 p1 e2 p2 ｶｯﾄ
ﾌﾗﾝｼﾞ

nw

←→ ↑↓
タイプ

GPL
BPL

備考
径

タイプ

備考

タイプ３タイプ２

・梁せい150以下の場合

母材
(縦使い)

母材
(横使い)

姿図

要領図

・軸力を伝達させる接合部の場合

鉄骨-鉄骨接合部 柱脚側(柱頭側接合も同様)

p2：縦方向のピッチ

p1：ｳｪﾌﾞ断面方向のピッチ

mw：1列あたりのボルトの本数

nw：材軸方向のボルトの列数

凡例

e1：はし空き

e2：へり空き

ge：GPL有効幅

wD：接合先部材の梁幅

100 22

125 25

150

175

200

250

300

30

35

40

50

50

e3 SPL

6

9

9

9

9

9

12

e3は接続先の母材により決定

接合先部材

wD

e1e1 e1e1

SPL

BLP
間柱

(H型or□型)

e1e1 e1e1

e
3

e
3

W

mw

w
D

タイプ１

母材
(縦使い)

e1

e1

mw

SPL

1
0e
2

e
2

p
2

e
2

p
2

e
2

1
0

GPL

片面ｶｯﾄ
ﾌﾗﾝｼﾞ

GPL

片面ｶｯﾄ
ﾌﾗﾝｼﾞ

母材
(横使い)

SPL

n
w

・梁せい175以上の場合

SPL

母材
(横使い)

1
0

SPL

e
2

e
2

p1 e1e1

e1 e1p1

mw

mw

GPL

母材
(縦使い)

GPL

・吊材が角型鋼管の場合(ﾌﾀPLは備考欄で指定)

1
0

e
2

e
2 n
w

p1 e1e1

mw

角形鋼管

ﾌﾀPL

1
0

e
2

e
2

n
w

n
w

GPL

接合PL厚=GPL厚

H-200x200x8x12JP200 1 2 2 6 40 60 40 －× = 有M20ﾀｲﾌﾟ2○

2 6 40 40× = 有○ JP100 H-100x100x6x8 ﾀｲﾌﾟ1 M16 2 1 － 60

9

記号

JD1

採用

単位は全てmm

記号
接合

剛①

小梁-大梁 剛接合リスト

○

接合先部材部材①

主　材

部材②
備考SPLﾀｲﾌﾟ

ﾀｲﾌﾟ1 H-340x250x9x14 H-340x250x9x14 H-700x300x13x24

部材②部材①

接合先部材

SPL

部材①

SPL

接合先部材

部材②部材①

接合先部材

部材①

SPL

接合先部材

備考

・ﾌﾗﾝｼﾞは完全溶け込み溶接とし、

　ｳｪﾌﾞは両面溶け込み溶接とする。

・部材①､部材②には継手を設けること
　継手は､継手ﾘｽﾄを参照。

タイプ1

タイプ2

採用 記号 部　材

H-125x125x6.5x9

JWH100

JWH125

有り

mw 総数nw

× =M16 2 1 2

× =M16 2 1 2

× =2 1 2M20

経

ボルト

40 40

40 40

40 40

e2p1e1

60

60

60

t

9

9

9

GPL 補強BPL

t HbWb
タイプ

横使い

横使い

横使い

ﾌﾗﾝｼﾞ

ｶｯﾄ

有り

有り

柱中間部-小梁(耐風梁)　接合リスト
角型鋼管の場合

ﾌﾀPL 接合PL

単位は全て㎜

H-100x100x6x8

JWH200 H-200x200x8x12○

橫使い

15

p
1

GPL

W

e2

e
1

e
1

母材 e2

H
b

補強BPL

10

GPL

母材

e2

Wb aa

GPL

補強BPL(ある場合)

t
g

H
b

母材

W
b

e2

補強BPL

10 e2
e2

a aWb

t
g

GPL

接合PL
ﾌﾀPL

GPL

母材
母材

e2

W

e
1

p
1

p
1

e2 接合PL

ﾌﾀPL

W
b

母材
10

GPL

縦使い

備考

tb

H
b p
1

補強BPL

15
母材

GPL

W
g

p
1

Wb

H
b

a a

W
g

1
5

1
5

GPL

tg

補強BPL

母材

e2
e
1

e
1

e2

・特記なき限りボルトは、S10T又はF10T、溶融亜鉛メッキを行う箇所はF8Tとする。

・補強GPLについて、母材厚が16以上の場合は不要｡母材厚が12以下の場合は補強GPLが必要でリストによる。

・特記なき限り　e=40、p1=60。

・横使いの場合のHbは、部材ｻｲｽﾞ幅に合わせる

・aは母材のrと同じとし、Wb=W-2ｒ を原則とする。

胴縁接合リスト

○

採用

接合要領図

一般部

壁
心

接合先部材

e
p

e

接合ﾎﾞﾙﾄA AGPL

縦胴縁
(Cチャン又は角ﾊﾟｲﾌﾟ)

H横使い梁への取り付け

接合先部材
（耐風梁等）

接合ﾎﾞﾙﾄ

GPL

縦胴縁
(Cチャン又は角ﾊﾟｲﾌﾟ)

立上り壁との接合

縦胴縁

(Cチャン又は角ﾊﾟｲﾌﾟ)

接合ﾎﾞﾙﾄ

B B

立上り壁

・普通ﾎﾞﾙﾄは戻り止めの処置をとること。

・角パイプを挟み込む2枚のPLは精度よく取り付け、角パイプとPLとの間に隙間を生じ注意すること。

　万が一隙間が生じた場合は、PLとボルトを溶接し固定すること。

・ボルト穴は必要最低限の大きさとすること。

　万が一ボルト穴が大きくなってしまった場合は、PLとボルトを溶接し固定すること。

・Hは特記無き場合、140mmとする。

壁
心

備考（共通）

接着系あと施行アンカーM16＠600

後詰め無収縮ﾓﾙﾀﾙ t=30

受材：C-100x50x20x2.3

アングルPL4.5

(開口閉鎖部)

壁心

B-B矢視図

接着系あと施行アンカーM16＠600

受材：C-100x50x20x2.3

600

アングルPL4.5

Cチャンの場合

接合先部材

壁
心

縦胴縁
（C又は2C)

接合ﾎﾞﾙﾄ
GPL

A-A矢視図

片持ち梁となる胴縁

H

接合ﾎﾞﾙﾄ
GPL

縦胴縁
(片持ち梁モデル)

壁
心

接合先部材

e
p
*

p
*
は
可
能

な
限
り
大

き
く
取
る

e

角ﾊﾟｲﾌﾟの場合の断面図

接合先部材

壁
心

GPL×2枚

縦胴縁
（角ﾊﾟｲﾌﾟ)

接合ﾎﾞﾙﾄ
(通しﾎﾞﾙﾄ)

A-A矢視図

持ち出しが長い胴縁

壁
心

接合先部材

e
p

eH

接合ﾎﾞﾙﾄ

GPL

縦胴縁

普通ﾎﾞﾙﾄ 2-M12 4.5 40 60C-100x50x20x2.3

普通ﾎﾞﾙﾄ 2-M12 4.5 40 602C-100x50x20x2.3

普通ﾎﾞﾙﾄ 2-M12 4.5 40 60□-100x100x2.3

GPL
備　考部　材 場所 接合ﾎﾞﾙﾄﾋﾟｯﾁ

t e p H

一般部

一般部

@606 一般部

@600

@1800

作図年月日

訂正年月日

承 認 検 図 設 計 製 図特　記

株式会社堀口建築設計 工事名称

図面名称一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号
図面No．

種別

堀口達矢

一級建築士 第379482号

(A2)
(A3)

縮 尺

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。

1/20
1/28 C-19

提出図

【計画】接合リスト(2)

2022.11.南中学校屋内運動場大規模改修工事　(建築)



○

L ：必要溶接長さ(mm)

Lb:溶接長さ（最小）(mm)

※羽子板PLの端部はe1、e2が確保できれば形状は自由

・JISブレースとする。

　行う箇所はF8Tとする。

・特記なき限りボルトは、S10T又はF10T、溶融亜鉛メッキを

備考

e2:へり空き(mm)

e1:端空き（最小）(mm)

B:ｶﾞｾｯﾄﾌﾟﾚｰﾄの有効幅(mm)

凡例

s

s

L

L

s

L 1

L2

L=L1+L2

TYPE3TYPE2TYPE1

2S以上

2S以上

姿図

ブレース接合要領図
BB

ｄ

e1 Lbe3

e 2

e3

ｄ

Lbe1e1

e 2

p

ボルトが２本の場合ボルトが１本の場合

JV30 101031101260 958345552-M22M30

○ JV20 880859756634501-M20M20

採用
接合
記号

ｄ ボルト
e1 e2 e3 Lbp

羽子板PL

厚み B

GPL GPL溶接長さ

Le ｓ
備　考

単位は全てmm

採用
接合
記号

母材

サイズ

GPLボルト

本数-径 gt×B TYPE2
備　考

TYPE3TYPE1

必要溶接長 　L

単位は全てmm

○ 5-Ｍ20  9×165 389 211 2272L- 90× 90×10

ブレース接合要領図

姿図
母材

e p p p p e

B

GPL

gt

2S以上

2S以上

TYPE1 TYPE2 TYPE3

L=L1+L2

L2

L 1

s

L

L

s

s

備考

　行う箇所はF8Tとする。

・鋼材SN400級 とする。

凡例
隅肉サイズ表

gt S

6 6

9 8

12

e：ヘリアキ距離

p：ボルトピッチ

gt：ガセットプレートの板厚

B ：ガセットプレートの有効幅

S ：隅肉溶接のサイズ

L ：必要溶接長さ

○ 5-Ｍ20  9×165 389 211 227JV3 L- 90× 90×10

○ JV2 2L- 90× 90×7 4-Ｍ20  9×120 267 150 166

○ JV4 L- 90× 90× 7 4-Ｍ20  9×120 267 150 166

・特記なき限りボルトは、S10T又はF10T、溶融亜鉛メッキを

・すみ肉溶接の有効長さは10S以上かつ40mm以上とする

・特記なき限り、e=40、P=60とする。

・口径は、高力ボルトの呼び径＋2ｍとする。

JV1

ブレース接合リスト（丸鋼、JISブレース）
ブレ－ス取り合い標準図 単位は全てmm

・必要溶接長（L＝溶接長，Le＝有効溶接長）

溶接長さは、必要溶接長さ(最小値)以上を確保すること。 母材面を示す

L≧Le

TYPE

L

2S以上

2S以上

S

1

L≧　　＋2S

2TYPE

2

Le

L

S

L1,L2≧　　　＋2S

L1

4

Le

3TYPE

L2

S

・鋼材材質はSS400とする。

・ボルトは H.T.B F10T(S10T) とする。

・短期許容耐力は、主材の耐力にて決定する。

（丸鋼ブレースは、主材：SNR400Bとする）

（丸鋼・溝形鋼）

M12   M22～ M24

k
k

丸鋼 M12 M14 M16 M18 M20 M22 M24

K 6 6 7 8 8 9 10

・フレア溶接（丸鋼ブレ－ス）ビ－ド幅（K)

・G.PL必要幅  B

※　GPL-19　右図による。

※　溶接方法は、手溶接以外とする。

60°

55 6 7 6

Be
B

30゜ Bは耐力に必要な

G.PL幅を示す。 

Be：有効幅最大範囲を示す

　　ボルト列より30度以内

ただしBはBeの範囲内とし、

無効とする。

（左図ハッチング部分が無効）

これを越える部分は構造計算上

※

GP厚 6 9 12 16 19

1296 7S

・すみ肉溶接サイズ（S)

アングルブレース接合リスト

M20 M22

23.521.517GPLボルト孔径

取付けボルトサイズ M16

※TYPE①は、母材（柱梁）への偏心曲げを考慮して採用すること。

※　メーカー品丸鋼ブレースを用いる場合、

　　羽子板形状はメーカー寸法による。

※　取り合いボルト部に摩擦面処理を施さない場合は、

　　GPL側ボルト孔径を下記とする。

作図年月日

訂正年月日

承 認 検 図 設 計 製 図特　記

株式会社堀口建築設計 工事名称

図面名称一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号
図面No．

種別

堀口達矢

一級建築士 第379482号

(A2)
(A3)

縮 尺

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。

1/20
1/28 C-20

提出図

【計画】接合リスト(3)

2022.11.南中学校屋内運動場大規模改修工事　(建築)
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― 特記 ―

・ボルトは全て、ダブルナットとする。

接着系あと施行ｱﾝｶｰ 8-D35

計画

作図年月日

訂正年月日

承 認 検 図 設 計 製 図特　記

株式会社堀口建築設計 工事名称

図面名称一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号
図面No．

種別

堀口達矢

一級建築士 第379482号

(A2)
(A3)

縮 尺

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。

1/30
C-21

提出図

【計画】柱脚リスト

柱脚リスト

2022.11.
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作図年月日

訂正年月日

承 認 検 図 設 計 製 図特　記

株式会社堀口建築設計 工事名称

図面名称一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号
図面No．

種別

堀口達矢

一級建築士 第379482号

(A2)
(A3)

縮 尺

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。

【計画】屋根詳細図(1) 1/30
C-22

提出図2022.11.
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承 認 検 図 設 計 製 図特　記

株式会社堀口建築設計 工事名称

図面名称一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号

種別

堀口達矢

一級建築士 第379482号

(A2)
(A3)

縮 尺

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。

図面No．

【計画】屋根詳細図(2) 1/30
C-23

提出図2022.11.
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接着系あと施行ｱﾝｶｰ 4-D29,L=240(埋め込み長さ)

B4

PL-92-M20

PL-9

柱芯・梁芯 通り芯

柱芯・梁芯 通り芯

▽JG194

▽JG340 ▽JG340

▽JG340

V5

4-M20

JV5

JV5 JV5

JV5

JV5 JV4 JV4 JV4

JV4

C3

C6 C2

計画

作図年月日

訂正年月日

承 認 検 図 設 計 製 図特　記

株式会社堀口建築設計 工事名称

図面名称一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号
図面No．

種別

堀口達矢

一級建築士 第379482号

(A2)
(A3)

縮 尺

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。

【計画】屋根詳細図(3) 1/30
C-24

提出図2022.11.
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B C１通り開口閉鎖部詳細図

1FL

G4

C3C7

JD1 JD1JD1

W15 W15
既存壁 既存壁

胴縁受け材(上下共)：C-100x50x20x3.2

　　　下地調整の上,EP塗装仕上

開口部閉鎖(t=150)
ﾘｯﾌﾟ溝形鋼(100x50x20 t2.3)の上,

　　　調合軽量ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ塗合板(t9)下地(ﾗｽｶｯﾄ同等品)

開口閉鎖周囲及び目地部については、コーキング目地材充填

胴縁：C-100x50x20x2.3

JD1

JD1 JD1

ｺﾝｸﾘｰﾄ立上り(H=250,W150)新設

接着系あと施行ｱﾝｶｰD10@200

D10@200
鉄筋

接着系あと施行ｱﾝｶｰD10@200以下

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄD16
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接着系あと施工アンカーM16 L=180@600以下

60
19

0

作図年月日

訂正年月日

承 認 検 図 設 計 製 図特　記

株式会社堀口建築設計 工事名称

図面名称一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号
図面No．

種別

堀口達矢

一級建築士 第379482号

(A2)
(A3)

縮 尺

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。

【計画】開口閉鎖部詳細図 1/20
C-25

提出図
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ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋φ6ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋φ6

作図年月日

訂正年月日

承 認 検 図 設 計 製 図特　記

株式会社堀口建築設計 工事名称

図面名称一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号
図面No．

種別

(A2)
(A3)

縮 尺

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。

堀口達矢

一級建築士 第379482号
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1/30

提出図
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新設床ﾚﾍﾞﾙGL+750
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・特記なき限り、鉄筋コンクリート配筋標準図による。
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【計画】屋外手洗い場図面
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鉄筋：SD295A

ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋：径=50 6φ@50

設計基準強度：FC=21N/㎜2
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